§第２２回山形県サッカー総合選手権大会 兼
　天皇杯JFA 第９８回全日本サッカー選手権大会 山形県代表決定戦
■ 競技上の注意事項
１．メンバー表、選手証・監督証の提出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　試合開始１２２分前（１１時００分）までに、チームの代表者は、メンバー提出用紙、選手証・監督証を会場の大会本部に提出すること。なお、メンバー提出用紙のユニフォーム欄には、記入しないで提出すること。マッチコーディネーションミーティングで決定後に記入する。
２．マッチコーディネーションミーティングの開催とユニフォームチェック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　試合開始７２分前に、マッチコミッショナー・両チームの監督・審判団・会場運営責任者の出席により、マッチコーディネーションミーティングを「球技場 会議室」で開催する。チーム監督は、フィールド及びゴールキーパーのユニフォーム正・副２組を持参すること。
　　（ユニフォームは、参加申込書に記載した正・副２組のシャツ・ショーツ・ストッキングを持参する。）
　　チーム監督がこのミーティングに出席しなかった場合、連絡無く遅刻した場合は、棄権とする。
３．気象状況により、ＷＢＧＴ(熱中症指数)により飲水時間又はクーリングブレークの実施について　　　　
試合当日の気象状況により、ＷＢＧＴ(熱中症指数)＝２８℃以上に達した場合、飲水時間を設ける又はＷＢＧＴ＝３１℃以上の場合は、クーリングブレイク（３分）を設けることを両チーム、審判団、マッチコ ミッショナーと協議し決定する。
４．ユニフォームについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　今大会において、使用できるユニフォームは、日本サッカー協会制定のユニフォーム規定に則ったユニフォームとする。胸番号の表示ないユニフォーム及び紺や黒の審判と類似した色彩のユニフォームについては、使用できないので特に注意すること。
　　ストッキング（ソックス）の上にテープやバンテージを巻く、あるいはアンクルサポーター等を着用する場合、そのテープ等の色はストッキング（ソックス）の主たる色と同じものに限る。
５．競技者の用具チェック　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　競技者は、キックオフ８分前にフィールド内中央に集合して、審判員より用具の点検を受ける。
装身具：一切の装身具の着用を禁止し、装身具を覆うテープの使用も不可とする。
６．テクニカルエリアの使用（戦術的指示等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　戦術的指示は、テクニカルエリア内から、その都度ただ一人のチーム役員のみが指示を与える事ができる。必要な場合は通訳の同行を認める。戦術的指示を行った後でもベンチに戻る必要はない。
　　・監督及びその他エリアに入る者は、責任のある態度で行動しなければならない。
　　・監督以外の者は、常にベンチのいすに着席していなければならない（戦術的指示を与える場合を除く）。
　　・主審の判定等に意義を唱えることは、認められない。
７．競技者の負傷・治療　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　競技者が負傷して主審が競技を停止した場合、主審の承認を得てからチーム関係者２名のみがピッチ内に入る事ができる。そのチーム関係者は負傷の程度を判断する事と、負傷者のピッチからの搬出を手配する事だけにピッチに入る為、ピッチ内での治療は認められない。
８．競技者の交替　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　交替によって退く競技者は、主審の承認を得た後、近くの境界線からピッチの外に出る。
　　交替要員は、退く競技者がピッチの外に出た後、試合の停止中に主審の承諾を得てハーフウェイラインの所よりピッチに入る。
９．競技者の飲水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　競技者の試合中の飲水は、ボールがアウトオブプレー中にタッチラインとゴールライン上において認められる。
10．ウォーミングアップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　交替要員のウォーミングアップは、競技場ごとに指定された場所にてビブス等を着けて、ボールを使用しないで行う。
11．ベンチ入り人数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ベンチに入る事ができるのは、交替選手７名と役員５名（監督･コーチ･ドクター･マネージャー･通訳）の
　　最大で１２名とする。（交替要員はビブス等を着用のこと）
12．ハーフタイム等のインターバル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ハーフタイムのインターバルは１５分とする。（前半終了から後半開始まで）
　　延長戦に入る前のインターバルは３分、ＰＫ方式に入る前のインターバルは１分とする。
